
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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成果

成果
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〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

職場や家庭、地域などで男女が性別に関わりなく活動ができていると思う市民の割合

国際交流イベントや行事に参加したことのある市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

65.2
(24年)

〔6〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

外国人と地域で共生して暮らしていると思う市民の割合

◎ 成果

男女ともに多様な生き方を選択しています。

日本人と外国人が互いに理解を深め、地域づくりに参加しています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

45.3
(24年)

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 52
市民活動部長

52１ 市民協働課男女共同参画の推進

共生・交流

関係課

目標値

27年 32年

45.5 40

52２

52３

52４

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

多文化共生の推進

国際交流・都市間交流の推進

産学官の交流・連携の促進
めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
男女とも仕事と生活の調和を支える社会的基盤が整備されています。

日本人と外国人が共に暮らし、国際交流が活発に行われています。

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 活動 人

〔2〕 △ 活動 人

〔3〕 △ 成果 ％

〔4〕 ◎ 成果 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

％ 機関

備　考 地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（平成２７年度）

24.2

1

刈谷市

4 4 4 3 2

20.9 23.6 28.1 18.7 25.9

比較項目 審議会等の女性の登用（上段：審議会等における女性の割合　下段：女性のいない審議会等） 単位

碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市 ―

高浜市 ―

9.4

備　考 地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（平成２７年度）

28.4 36.6 25 34.9 43.2 45.8

4.5 4.2 1.3 3.8 5.4

名称

男女共同参画イベントの参加人数

男女共同参画の推進に関する満足度

32年

2,500

30.0

1,926 1,190

26年 27年25年

250

― 10.0

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ･バランス）」を支援す
る取組について、「すでに取り組んでいる」事業所の割合

男女共同参画関係講座参加人数

男女共同参画の推進52１

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

1,324

単位

備　考

0

3,190 6.3%

市民協働課担当課

関係課

27年度 28年度

人事課・商工業振興課・総務文書
課

決算／基本施策内での割合 4,278 9.0% 1,842 4.6%

予算／基本施策内での割合 4,466 9.0% 2,162 4.9%

25

―

目標値実績値

9.4
(21年)

172

10.4
(24年)

17.4

131182

―

成　果

人

124

刈谷市

1,190

高浜市知立市

比較項目

西尾市 ―

270 0

単位男女共同参画イベントの参加人数

比較項目 全管理職に対する女性管理職の割合（上段：部課長級　下段：課長補佐・係長級） 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

男女共同参画啓発事業  

男女共同参画意識の啓発や市

民団体との協力による女性団

体活動や女性の活躍を支援し

ます。 

審議会や委員会などの政策や方

針決定過程への女性の参画を促

進します。 

男女ともに仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）

の実現を支援します。 

・広報紙等による啓発 

・啓発イベントの開催（2回） 

 イベント参加人数 1,190人  

・女性団体等への活動支援 

・審議会等における女性委員の割合  

  20.9％ 

・女性のいない審議会等 

 １機関 

・セミナー・講座回数 ７回 

・就職相談窓口開設回数 ６回 
就業支援事業 

女性職員の人材育成を図るととも

に、個々の能力を十分に発揮でき

る職場環境を整え、管理職への女

性の登用を促進します。 

・全管理職に対する女性管理職 

の割合 

  部長・監・課長  4.5% 

  課長補佐・係長 28.4% 

・男女共同参画に関する講座 

の開催 

 開催回数 ２８回 

 参加人数 １３１人 

ハーモニーカレッジ事業  



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

現状分析と課題

現状分析 課題の整理 

○市民の関心を高める施策の検討、実施が必

要である。 

◆ワーク・ライフ・ バランスを推進する職場づくり、働

きやすい職場環境づくりに関する啓発や就業支援を行って

いる。 

◆ワークライフ・バランスを支援する取り組み実施事業所

数は増加している。 

◆広報紙やホームページを活用した啓発、イベントや

講座等を開催し市民の男女共同参画意識の向上に努め

ている。 

 

◆イベント参加人数は近隣市と比較しては多いが、減

少傾向。 

◆講座参加者数は減少傾向。 

 

◆男女共同参画の推進に関する満足度も低下。 

◆刈谷市職員の女性管理職比率は、近隣市と比較した場合、

平均を下回っている。 

◆審議会等における女性委員の登用について近隣市中と比

較すると、比率は下位であるが、女性のいない審議会数は

1となっており、近隣市中では最少である。 

○女性職員の就労継続を支援する取り組みを

進めるとともに、女性職員がキャリアを積め

るような機会の提供に努める必要がある。 

 

○ワーク・ライフバランスに積極的に取り組

んでいる事業所との協働により、市民意識啓

発の効率的な実施を検討する。 

○審議会委員の女性比率を高める施策を検討

する必要がある。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 成果 人

〔2〕 ◎ 成果 人

〔3〕 ◎ 成果 回

〔4〕 ○ 活動 人

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

外国人住民数 3,523 3,451 3,508 3,800

施策の内容（小施策） 522 多文化共生の推進
担当課 市民協働課

関係課 学校教育課・くらし安心課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

3,028 6.0%

決算／基本施策内での割合 3,725 7.9% 2,982 7.5% ―

予算／基本施策内での割合 3,840 7.7% 3,082 6.9%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

多文化共生イベントへの参加者数 342 388 409 500

プレスクール参加児童数 21 16 21 25

外国人相談件数 7,405 7,650 7,993 8,500

比較項目 外国人のための日本語教室数 単位

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考 データ引用：愛知県国際交流協会ホームページ（愛知県内日本語教室リスト）

成　果

現状分析と課題

―

4 4 4 4 2 1

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

日本語教室開催数 118回 

現状分析 
◆外国人住民数が年々増加するなか、多文化共生イベントへ

の参加者が増加しており、日本人住民と外国人住民の共生に

対する認識の広がりがみられる。 

課題の整理 

○外国人住民数は増加傾向にあり、多文化共生の必要

性は高まってきている。今後の施策の継続、拡大を検

討する必要がある。 

多文化共生推進事業  

国籍や文化などの違いによらず、

すべての市民が共に暮らせる多文

化共生の意識啓発を行います。 

 

外国人の日本語でのコミュニケー

ション能力の向上のための日本語

を学ぶ機会の提供します。 

行政情報の提供や相談窓口の充実 

多文化ソーシャルワーカーの活用

を検討します。 

就学前の外国人の子どもに対す

る日本語指導や、外国人児童生

徒に対する学校生活への適応指

導の実施します。 

○プレスクール参加児童数：２１人 

 ・かりがね小学校 １１人 

     （含；中学生1人） 

  ・朝日小学校   １０人 

  

○語学指導員数：４人  

 ・ポルトガル語 ３人 

 ・フィリピン語１人 

多文化共生イベントへの参加者数 

４０９人 

○相談員数    4人 

○相談件数    7,993件 

 ・ポルトガル語 3,468件 

 ・タガログ語  2,736件 

 ・中国語    1,789件 

外国人児童等指導事業 

◆外国人住民数の増加に伴い、相談件数が増加している。 

◆外国人のための日本語教室を4か所で開催し、在住外国人の

社会適応を進めている。 

外国人相談事業 

◆プレスクールの実施により、外国人の子どもの学校生活への

適応支援が実施されている。 

○外国人住民数の増加に伴う相談、要支援者の増加

に備え、相談員数の増、プレ教室の拡大の検討、準

備を行っていく必要がある。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 成果 人

〔2〕 ◎ 成果 人

〔3〕 △ 成果 ％

〔4〕 ◎ 成果 人

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

国際交流協会の会員数 1,162 1,188 1,236 1,500

施策の内容（小施策） 523 国際交流・都市間交流の推進
担当課 市民協働課

関係課 企画政策課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

44,031 87.6%

決算／基本施策内での割合 39,313 83.1% 35,080 87.9% ―

予算／基本施策内での割合 41,481 83.3% 39,231 88.2%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

国際プラザの利用者数 11,382 12,362 14,522 18,000

国際交流イベントの参加者数 2,639 2,287 3,109 3,500

国際交流イベントや行事に参加したことのある市民の割合
7

(２４年)
― 5.6 12

比較項目 国際交流協会会員数（個人・法人・団体等合算） 単位 －

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考 データ引用：平成28年度国際交流事業計画<市町村国際交流協会>

成　果

現状分析と課題

―

1,236 416 715 771 181 ―

刈谷の魅力発信事業 

事務事業の実施 

姉妹都市をはじめ諸外国との草

の根レベルの交流促進 

国際交流協会や国際交流団体な

どの支援や育成をします 

小施策項目の推進 実績 

・国際交流協会への事業補助 

 

・国際交流協会会員加入促進のＰＲ 

  会員者数 1,236人 

 

・国際交流協会主催イベントの周知 

   参加者数 3,109人 

 

・第9回自治体国際交流表彰 

 （総務大臣賞）受賞 

国際交流・多文化共生にかかる

拠点施設の整備をします 

行政課題への対応や地域振興に

かかる国内の自治体間との連携

推進 

・水野家ゆかりのまち交流事業数 

４事業（岡崎市、福山市、結城市、

新宮市） 

現状分析 課題の整理 

○国際交流協会の会員数、国際交流プラザ利用者数は

順調に増加しており、市民意識は向上傾向にある。向

上した市民意識を新たな取り組みへと繋げるための施

策の検討が必要である。 

 

 

○国際交流イベント参加者に、在住市民の参加を促す

仕組みづくりが必要である。 

国際交流振興事業 

◆国際交流イベント参加者数は増加しているが、市民意識調査におい

て、イベントへ参加したと回答する市民の割合は減少している。 

◆国際交流協会の会員と国際プラザの利用者数は増加しており、関心

のある市民は増加している。 

◆国際交流協会と連携し、国際化に関する事業を推進し、市民意識

の啓発を図っている。 

国際プラザ管理事業 
・国際プラザ利用者数   

   14,552人 
 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 点

〔2〕 △ 成果 ％

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 52４ 産学官の交流・連携の促進

担当課 企画政策課

関係課
商工業振興課・まちづくり推
進課・市民協働課・生涯学習
課・スポーツ課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ― ―

―

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた交流が活発で
あると思う市民の割合

41.1
(24年)

― 38.8 50

大学連携講座の満足度（４点満点の平均点） 3.4 3.4 3.6 3.2

比較項目 大学連携講座の講座数 単位 講座

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市 ―

―

高浜市

備　考

比較項目 ホームタウンパートナーチーム数 単位 チーム

21 2 2 2 2

備　考
ホームタウンパートナー制度…全国や世界で活躍する企業等のスポーツチームと自治体が連携、協働し、ホームタウンとしてアピールする一
方、スポーツ教室等の地域貢献活動によりスポーツ活性化を目指す制度。

成　果

現状分析と課題

―

12 ― 3 ― ― ―

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

産学官連携を活用できる体制整備の
推進 

地域の教育力の向上のための大学
をはじめとする専門性をいかした
講座や教室の開催 

企業の教育力や資源を活用した学習
機会の提供促進 

現状分析 課題の整理 

・戦略にて持続可能な地域をつくる
ため「企業、NPO、金融機関など官
民一体となった連携体制の整備を図
る」ことを明記 
 

・中心市街地活性化委員会運営支援 

・ワークショップ運営支援 

・刈谷駅北口広場花植活動支援 

・名古屋モーターショーにて開催される
「高校生コマ大戦」に協賛することで、
多くの来場者に対して「ものづくりのま
ち刈谷」をＰＲ 

 

・各チームと市の連絡会の開催 ３回 

・リーフレットの作成等の啓発活動 

・パートナーチームによるスポーツ教室
等の社会貢献活動 12チーム41件 

・愛知教育大学 16講座 229人受講 

・名城大学 2講座 82人受講 

・至学館大学 3講座 89人受講 
市民講座開設等事業 

高校生コマ大戦協賛事業 

 

 

ホームタウンパートナー事業 

 

◆大学教授等による専門的な講座を実施することにより、
市民の学習意欲の向上及び学習活動の活性化を図ることが
できている。 

○各施策の実施において、引き続き企業、
NPO、大学など、官民一体となった連携体制
の整備を図る必要がある。 

◆持続可能なまちづくりを進めるために、各種計画のもと
産学官連携を推進している。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略策
定事業 

 

 

中心市街地活性化推進団体支援事業   

◆トップスポーツチームを持つ企業等との連携により、刈
谷を全国にアピールしてもらうとともにスポーツイベント
など市民とふれあうことで地域活性化に繋がっている。 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

産学官連携を活用できる体制整備の
推進 

地域の教育力の向上のための大学
をはじめとする専門性をいかした
講座や教室の開催 

企業の教育力や資源を活用した学習
機会の提供促進 

現状分析 課題の整理 

・戦略にて持続可能な地域をつくる
ため「企業、NPO、金融機関など官
民一体となった連携体制の整備を図
る」ことを明記 
 

・中心市街地活性化委員会運営支援 

・ワークショップ運営支援 

・刈谷駅北口広場花植活動支援 

・名古屋モーターショーにて開催される
「高校生コマ大戦」に協賛することで、
多くの来場者に対して「ものづくりのま
ち刈谷」をＰＲ 

 

・各チームと市の連絡会の開催 ３回 

・リーフレットの作成等の啓発活動 

・パートナーチームによるスポーツ教室
等の社会貢献活動 12チーム41件 

・愛知教育大学 16講座 229人受講 

・名城大学 2講座 82人受講 

・至学館大学 3講座 89人受講 
市民講座開設等事業 

高校生コマ大戦協賛事業 

 

 

ホームタウンパートナー事業 

 

◆大学教授等による専門的な講座を実施することにより、
市民の学習意欲の向上及び学習活動の活性化を図ることが
できている。 

○各施策の実施において、引き続き企業、
NPO、大学など、官民一体となった連携体制
の整備を図る必要がある。 

◆持続可能なまちづくりを進めるために、各種計画のもと
産学官連携を推進している。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略策
定事業 

 

 

中心市街地活性化推進団体支援事業   

◆トップスポーツチームを持つ企業等との連携により、刈
谷を全国にアピールしてもらうとともにスポーツイベント
など市民とふれあうことで地域活性化に繋がっている。 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆施策５２１◆ 

イベントや関連講座、広報紙やHPへの掲載を通じ、

市民意識の啓発に努めているが、施策に対する満足度、

重要度ともに停滞している。 

事業所の意識においては、高齢化にともなう労働力不

足解消に向け、対策を実施している事業所が増加傾向

にある。 

◆施策５２３◆ 

国際化に対する市民の意識は、重要度、満足度ともに増

加傾向にあるが、依然少数となっている。 

国際交流協会の会員数や、イベント参加者数は増加して

いるが、イベントに参加したことがあると回答する市民

の割合は低下している。 

◆施策５２２◆ 

 外国人住民数は増加傾向にあり、多文化共生に対する認

識の向上や、外国人相談、プレスクールといった生活支援

に対するニーズは、今後更に高まっていくことが予想され

る。 

◆施策５２４◆ 

持続可能なまちづくりを進めるために、大学や企業等と

各種計画のもと産学官連携を推進している。 

   ◆市民意識啓発事業の強化 
 

   ◆事業所との協働の実施 

 ◆在住市民のイベント参加促進 

  ◆多文化共生意識啓発事業の実施 
 

  ◆外国人住民の生活支援策の拡充 

 ◆大学などの専門性を活かした講座や教室の開催、企業

の教育力や資源の活用 
 

男女共同参画 

の推進 

多文化共生 

の推進 

国際交流・ 

都市間交流 

◆市民意識啓発事業の強化◆ 
 今後の労働人口の減少を見据え、女性の活躍

推進をテーマとした啓発事業の強化が必要である。 

 

◆事業所との協働の実施◆ 

 ワーク・ライフバランス、女性の活躍推進に対し、

積極的な取り組みを実施している事業所と協働に

よる、効果的な事業の実施が必要である。 

産学官の 

交流･連携 

の促進 

◆多文化共生意識啓発事業の充実◆ 
 外国人住民の増加に伴い、受け入れる側となる

市民の多文化共生に対する意識啓発を更に進める

事業の検討が必要である。 

 

◆外国人住民の生活支援策の拡充◆ 

 外国人住民に対する相談、プレスクールといった

生活支援策の拡充が必要である。 

◆在住市民のイベント参加促進◆ 

 国際交流イベントへの在住市民の関心を高め、

イベントへの参加を促す仕組みの検討が必要であ

る。 

◆産学官連携体制の整備◆ 

 各施策の実施において、引き続き企業、NPO、大

学など、官民一体となった連携体制の整備を図る必

要がある。 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

協働 人事 商工 総務 Ⅵ Ⅲ

協働 学教 くら Ⅶ Ⅳ

協働 企画 Ⅷ

企画 商工 まち 協働 生涯 スポ Ⅸ

Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

市民協働課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

施策の内容(小施策)

共生・交流

関係課

52２

基本施策 52

52１

52３

52４

男女共同参画の推進

多文化共生の推進

国際交流・都市間交流の推進

産学官の交流・連携の促進

4

3

2

Ⅳ1 多文化共生推進事業
3,840 3,082 3,028

高
い

3,725 2,982 ―

多文化共生の推進

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

普
通

高
い

高
い

改善・効率化

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

52２

4

3

市民協働課
1,037 973 ―

448 448 464
高
い

高
い

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ

128 110 ―

普
通

商工業振興課

1 男女共同参画啓発事業
1,156 1,207 2,232

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ2 就労支援事業

52１ 男女共同参画の推進

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

担当課

52３ 国際交流・都市間交流の推進

生涯学習課

企画政策課

商工業振興課

担当課

企画政策課

市民協働課

普
通

普
通

普
通

改善・効率化 Ⅳ まちづくり推進課4 中心市街地活性化推進団体支援事業
1,400 1,440 1,440

高
い

1,400 1,440 －

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ3 市民講座開設等事業
13,036 13,521 13,191

高
い

11,704 12,073 －

普
通

高
い

高
い

完了 ―2
まち・ひと・しごと創生総合戦略策
定事業

― 7,150 ―
高
い

― 6,966 ―

高
い

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ1 高校生コマ大戦協賛事業
― 150 7,199

普
通

― 148 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

※企画政策課分の事業費のみ掲載

52４ 産学官の交流・連携の促進

4

3

低
い

普
通

普
通

改善・効率化 Ⅳ2 刈谷の魅力発信事業（※）
12,010 5,028 5,684

高
い

4,971 3,123 ―

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 国際交流振興事業
27,079 24,106 28,323

高
い

26,588 22,385 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


